
下記の内容は、認知症の始まりと思
われる症状の一例です。思いあたる
こと、気になることがございました
ら、かかりつけ医や認知症初期相談
窓口にご相談ください。

①
財布や鍵など、物を置いた場所がわ
からなくなることがある

②
5分前に聞いた話をおもいだせないこ
とがある

③
周りの人から「いつも同じ事を聞
く」などと言われることがある

④
今日が何月何日かわからないときが
ある

⑤
言おうとしている言葉が、すぐに出
てこないことがある

⑥
貯金の出し入れや、家賃や公共料金
の支払いが一人では難しくなった

⑦ 一人で買い物に行けなくなった

⑧
バスや電車、自家用車などを使って
一人で外出できなくなった

⑨
自分で掃除機やほうきを使って掃除
ができなくなった

⑩
電話番号を調べて、電話をかけるこ
とができなくなった

電話：042-544-4148
FAX : 042-546-8855
場所：昭島市田中町1-17-1

(昭島市役所1階 14番窓口)

認知症カフェ

◇気軽に交流できる場です♪◇
※参加費や開催日の変更など詳細はお問合
せください。

オレンジドア あきしま
毎月第１月曜日 10:00～15:00
松原町コミュニティセンター
080-1388-117０

さくらカフェ
毎月第２土曜日 10:00～15:00
昭和郷高齢者複合施設 さくらガーデン
042-541-3012

喫茶森
毎月第３水曜日 13:00～15:00
昭島市役所1階 喫茶森
042-544-5111 内線2149

だ・ん・ち・で・カフェ
毎月第３日曜日 13:30～16:00
つつじが丘団地7号棟集会所
042-500-5441
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☆『ペコロスの母に会いに行く』
岡野 雄一／著
（西日本出版社）

映画化もされて知った方も多く
いると思いますが、この本の絵
からは、にじみ出てくるあたた
かさだけでなく、認知症をとり
まく様々なジレンマも描かれて
います。気楽に読みながら、何
かを感じてもらいたい一冊です。

東部包括支援センター
職員推薦

☆『ユマニチュード入門』
本田 美和子/イヴ・ジネスト／著

（医学書院）
ユマニチュードは認知症ケアの技法のひ
とつです。フランスで開発されたケアが
著者によって日本に広められた経緯があ
ります。（フランス語ではHumanitude
という言葉です。）多くのメディアで取
り上げられており、認知症の方に『見
る』『話しかける』『触れる』『立つ』
ことを主眼におきながらケアを実践して
いき、認知症があってもその人らしく生
活できるにようすることです。

西部包括支援センター 職員推薦

☆『レビー小体型認知症がよくわかる本』
小阪憲司／著
（講談社）

推定患者数90万人以上といわれるレ
ビー小体型認知症。発見者である著
者が詳しく解説されてわかりやすい
本です。初期には症状が目立たない
認知症。他の認知症との違いはなに
か、進行を抑えられるのか。病気の
見極め方から治療法、介護のコツを
図解した一冊になっています。

中部包括支援センター 職員推薦

☆『長いお別れ』
中島京子／著
（文藝春秋）

アルツハイマー型認知症を患っ
た父を支えた家族の10年間を、
作者の実体験をもとに描いた物
語。アメリカでは、認知症のこ
とを「ロンググッドバイ」と呼
ぶ風習があり、少しずつ記憶を
なくし遠ざかっていく時間は、
まさに「長いお別れ」そのもの
ではないでしょうか。

北部包括支援センター
職員推薦

『おばあちゃん、わたしを忘れてもいいよ』
緒川さよ／著
（朝日学生新聞社）

辰子は小学校５年生です。おばあち
んは認知症で記憶の回線が合わない
ことが増えてきました。ある日、回
線のつながったおばあちゃんに会え
る「魔法の呪文」を見つけます。お
ばあちゃんの認知症と向き合い、あ
りのままを受け入れていく辰子の成
長を見守ってください！

昭島市介護福祉課 職員推薦

『生活支援の場のターミナルケア
介護施設で死ぬということ』

高口光子／著
（講談社）

ターミナルケア（終末期ケア）に
力を注いできた著者が、介護施設
での看取りと医療現場での看取り
の違いを詳細に伝えてくれます。
「人生の最後」を考えたとき、介
護施設と病院の違いを想像できる
ことは大切なことではないでしょ
うか。

昭島市介護福祉課 職員推薦

☆『丹野智文 笑顔で生きる－認知症とともに－』
丹野智文／著
（文藝春秋）

認知症でも働くことが出来るの
です。トップセールスマンであ
った著者が、30代半ばからちょ
っとした異変に気付きます。そ
れはお客さんの顔を忘れてしま
うなど。若年性アルツハイマー
型認知症と診断され、それでも
精力的に講演などを行い、理解
の輪を広げる姿に感じるものが
あると思います。

昭島市民図書館 スタッフ推薦

☆『ばあばは、だいじょうぶ』
楠章子／著
（童心社）

2019年に映画化された絵本。いつ
もやさしく、大好きだったばあば
が、ある日変わってしまった。何
度も同じ質問をしてきたり、編み
物が出来なくなってしまったりし
ます。そして冬の寒い日にとある
事件がおきてしまいます。その先
は是非読んでみてください！

昭島市民図書館 スタッフ推薦

☆『ようこそ、認知症カフェへ』
武地一／著
（ミネルヴァ書房）

昭島市でも実施されている認知症
カフェ。そこにはどんな風景があ
るのか。認知症になった方々や認
知症に漠然と不安を抱えた方、認
知症の方が家族にいる方、認知症
について相談したい方などなど、
今ある認知症カフェの先進的な取
組をわかりやすく紹介する本とな
っています。

昭島市民図書館 スタッフ推薦
☆印のついている本は昭島市民図書館で借りられます。


